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校
友
会
岩
手
県
支
部
連
合

会
は
、
専
修
大
学
創
立
１
３

０
周
年
記
念
映
画
『
学
校
を

つ
く
ろ
う
』
上
映
会
を
１０
月

２８
日
、
北
上
市
文
化
交
流
セ

ン
タ
ー
で
開
き
、
校
友
ら
１

５
０
人
が
鑑
賞
し
た
。

映
画
上
映
に
先
立
ち
、
甘

竹
秀
雄
校
友

会
長
の
あ
い

さ

つ

の

あ

と
、
相
馬
永

胤
の
妻
・
陸

役
の
女
優
・

近
衛
は
な
さ
ん
が
舞
台
あ
い

さ
つ
を
行
っ
た
。

岩
手
県
支
部
連
合
会
の
幹

事
長
で
あ
る
菊
池
秀
雄
さ
ん

（
昭
５２
商
）
は
「
存
分
に
楽

し
ん
で
い
た
だ
い
た
と
思
い

ま
す
」
と
話
し
た
。

同
上
映
会
の
前
に
は
専
大

北
上
高
校
６０
周
年
記
念
映
画

会
が
開
催
さ
れ
、
同
校
の
生

徒
１
０
０
０
人
が
映
画
を
楽

し
ん
だ
。

１１
月
６
日
、
任
期
満
了
に
伴
う

岩
手
県
釜
石
市
長
選
で
、
無
投
票

で
再
選
を
決
め
た
。

釜
石
市
は
東
日
本
大
震
災
で
約

１
１
０
０
人
の
死
者
・
行
方
不
明

者
が
出
る
甚
大
な
被
害
を
受
け

た
。
復
興
計
画
の
早
期
策
定
や
全

半
壊
し
た
建
物
の
処
理
、
被
災
者

の
就
職
な
ど
課
題
が
山
積
す
る
な

か
、
今
後
も
復
興
の
最
前
線
に
立

つ
。３

月
１１
日
。
釜

石
市
庁
舎
で
市
議

会
本
会
議
中
に
、

地
震
に
襲
わ
れ

た
。
窓
の
外
か

ら
、
建
ち
な
ら
ぶ

家
屋
や
ビ
ル
を
な

ぎ
倒
し
、
車
や
船

を
飲
み
込
み
な
が

ら
黒
い
津
波
が
迫

っ
て
き
た
。
庁
舎

は
港
か
ら
数
百
メ

ー
ト
ル
。
高
台
に

あ
る
た
め
最
悪
の

事
態
は
免
れ
た

が
、
が
れ
き
の
街

と
化
し
た
。

三
陸
漁
場
の
釜
石
は
、
近
代
的

製
鉄
業
発
祥
の
地
で
あ
り
、
鉄
道

も
国
内
で
３
番
目
に
開
業
、
日
本

の
近
代
化
の
先
駆
け
と

な
っ
た
。

何
回
も
津
波
に
襲
わ

れ
、
戦
時
中
は
連
合
国

の
艦
砲
射
撃
を
受
け
、

街
は
廃
虚
と
な
っ
た

が
、
そ
の
つ
ど
、
立
ち

直
っ
た
。
戦
後
、
新
日

鉄
釜
石
の
本
拠
地
と
し

て
最
盛
期
に
は
人
口
９

万
２
０
０
０
人
を
数
え

た
が
「
鉄
冷
え
」
に
よ

り
半
減
。
鉄
の
街
か
ら

複
合
産
業
の
街
へ
と
歩

み
始
め
た
矢
先
の
震
災

だ
。「

津
波
、
戦
災
、
人

口
減
…
…
幾
多
の
困
難
を
乗
り
越

え
て
き
た
な
か
で
も
今
回
の
津
波

は
経
験
の
な
い
試
練
」
と
言
葉
を

か
み
し
め
る
。

復
旧
・
復
興
を
ど
う
進
め
る

か
。「

こ
れ
ま
で
以
上
に
産
業
振
興

に
力
を
入
れ
、
若
い
人
た
ち
が
住

み
た
い
と
思
う
魅
力
あ
る
ま
ち
に

再
生
し
た
い
」

前
触
れ
も
な
し
に
訪
れ
た
日
常

の
「
寸
断
」
。
そ
の
衝
撃
は
、
自

身
の
人
生
観
を
変
え
た
。
「
こ
の

瞬
間
を
生
き
る
大
切
さ
が
す
べ
て

と
感
じ
て
い
る
。
同
時
に
、
こ
れ

ま
で
見
失
っ
た
も
の
が
見
え
て
く

る
こ
と
が
あ
る
。
そ
れ
ら
を
取
り

た
わ

戻
し
た
い
。
撓
ま
ず
、
屈
せ
ず
」。

釜
石
生
ま
れ
の
釜
石
育
ち
。
岩

手
県
議
を
２
期
務
め
た
後
、
２
０

０
７
年
か
ら
現
職
。
次
男
（
経
済

２
）
の
専
大
入
学
時
、
数
十
年
ぶ

り
に
向
ヶ
丘
遊
園
駅
か
い
わ
い
を

訪
ね
た
。
「
つ
ら
か
っ
た
生
田
の

坂
を
思
い
出
し
ま
し
た
よ
」
。
合

気
道
、
居
合
道
と
も
２
段
。

創
立
１
３
０
周
年
記
念

映
画
『
学
校
を
つ
く
ろ

う
』
の
Ｄ
Ｖ
Ｄ
（
本
編
１

０
９
分
＋
特
典
映
像
）
が

販
売
中
。
定
価
・
１
９
８

０
円
（
税
込
）。

生
田
キ
ャ
ン
パ
ス
購
買

会
、
神
田
キ
ャ

ン
パ
ス
イ
ン
フ

ォ
メ
ー
シ
ョ
ン

で
の
店
頭
販
売

価
格
は
１
５
０

０
円（
税
込
）。

イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
や
電
話
に

よ
る
通
信
販
売

は
１
９
８
０
円

（
税
込
）＋
送
料

＋
振
込
手

数

料
。
校
友
、
育

友
に
は
イ
ン
タ

ー
ネ
ッ
ト
等
に

お
い
て
も
特
別
価
格
で
の

販
売
を
予
定
し
て
い
る
。

問
い
合
わ
せ
は
専
修
大

学
購
買
会
☎
０
４
４
（
９

１
１
）
１
０
９
７
、
Ｆ
Ａ

Ｘ
０
４
４
（
９
３
２
）
７

９
５
６
。

ド
イ
ツ
は
、
福
島
原
発
震

災
直
後
い
ち
早
く
脱
原
発
を

宣
言
し
、化
石
・
原
子
力
エ
ネ

ル
ギ
ー
に
依
存
し
な
い
持
続

可
能
な
再
生
エ
ネ
ル
ギ
ー
政

策
の
一
歩
を
踏
み
出
し
、
大

き
な
影
響
を
与
え
た
ブ
レ
ー

メ
ン
大
学
の
ゲ
ル
ト
・
ヴ
ィ

ン
タ
ー
教
授
を
招
き
、
ド
イ

ツ
で
の
経
緯
や
脱
原
発
を
め

ぐ
る
問
題
、
再
生
エ
ネ
ル
ギ

ー
へ
の
展
望
な
ど
を
伺
う
。

▽
日
時
∥
１１
月
２９
日
（
火
）

１８
～
２０
時
▽
場
所
∥
神
田
キ

ャ
ン
パ
ス
６
号
館
国
際
会
議

室
▽
講
師
∥
ヴ
ィ
ン
タ
ー
教

授
、
楜
沢
能
生
早
稲
田
大
学

教
授
、
広
渡
清
吾
本
学
教
授

（
日
本
学
術
会
議
前
会
長
）

ラ
グ
ビ
ー
部
Ｏ
Ｂ
の
赤
間

敏
雄
さ
ん
（
昭
３７
商
経
、
㈱

タ
イ
セ
イ
・
ハ
ウ
ジ
ー
取
締

役
社
長
）
が
、
１０
月
１１
日
神

田
キ
ャ
ン
パ
ス
を
訪
れ
、「
ラ

グ
ビ
ー
部
の
振
興
の
一
助

に
」
と
、
本
学
に
寄
付
金
を

贈
っ
た
∥
写
真
。

赤
間
さ
ん
は
、
日
本
ラ
グ

ビ
ー
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
協
会
の

評
議
員
を
務
め
る
ほ
か
、
東

急
田
園
都
市
線
を
中
心
に
展

開
し
て
い
る
「
田
園
ラ
グ
ビ

ー
ス
ク
ー
ル
」
の
校
長
と
し

て
子
ど
も
た
ち
へ
ラ
グ
ビ
ー

の
普
及
、
指
導
に
尽
力
し
て

い
る
。

１１
月
３
日
付
で
秋
の
叙
勲

受
綬
章
者
が
発
表
さ
れ
た
。

専
修
大
学
関
係
者
の
受
章
者

は
次
の
通
り
。

【
第
１７
回
危
険
業
務
従
事

者
】

◇
瑞
宝
双
光
章

茂
田

浩
氣
氏（
昭
４４
経
済
）

毛
呂

孝
之
氏
（
昭
４５
法
）

武
内

淑
明
氏
（
昭
４６
法
）

「東日本大震災」により、被災した学生への奨学金及

び生活支援金等として、下記により支援金を募集してお

ります。皆様の温かいご支援をお願い申し上げます。

【郵便振替（郵便局からの振り込み）】

備え付けの用紙を使用してお振り込みをお願いしま

す。通信欄に大学との関係等をご記入ください。なお、

手数料はご負担くださいますようお願いします。

口座記号番号：００１４０‐１‐６１２２０４
加 入 者 名：学校法人専修大学寄付金口

寄付者のご芳名を大学広報紙「ニュース専修」と大学

のホームページ上に掲載します。

※この支援金は寄付金控除の対象となります。

 専修大学募金局 ☎０３（３２６５）３１５７

選

挙

結

果

【
市
議
会
・
町
議
会
・
村
議

会
議
員
】
当
選

▽
岩
手
県
盛
岡
市

工
藤

由
春
氏
（
昭
４７
文
）

▽
岩
手
県
山
田
町

稲
川

勝
憲
氏（
昭
４１
経
済
）

▽
岩
手
県
普
代
村

熊
谷

有
耕
氏（
昭
４７
北
短
）

▽
福
島
県
須
賀
川
市

市
村

喜
雄
氏（
昭
５４
経
営
）

鈴
木

正
勝
氏（
中
退
）

▽
茨
城
県
ひ
た
ち
な
か
市

安

雄
三
氏
（
昭
４４
経
済
）

▽
神
奈
川
県
藤
沢
市

桜
井

直
人
氏（
平
３
経
済
）

【
参
議
院
環
境
委
員
長
の
選

任
】

▽
松
村

祥
史
氏
（
昭
６２
経

営
）

校
友
会
グ
リ
ー
ン
カ
ッ
プ

ゴ
ル
フ
大
会
が
１０
月
７
日
、

千
葉
県
・
姉
ヶ
崎
カ
ン
ト
リ

ー
倶
楽
部
で
行
わ
れ
、
秋
晴

れ
の
中
８４
人
が
プ
レ
ー
を
楽

し
ん
だ
。
今
回
は
東
日
本
大

震
災
で
被
災
し
た
学
生
を
支

援
す
る
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
大
会

と
い
う
趣
旨
が
含
ま
れ
て
お

り
、
参
加
者
か
ら
１０
万
円
余

り
の
支
援
金
が
寄
せ
ら
れ
、

専
修
大
学
に
寄
付
さ
れ
た
。

開
会
式
で
伊
藤
良
雄
大
会

実
行
委
員
長
（
校
友
会
副
会

長
）
の
あ
い
さ
つ
、
蒲
田
重

勝
競
技
委
員
長
（
同
体
育
振

興
部
長
）
の
競
技
説
明
が
あ

り
競
技
が
ス
タ
ー
ト
。
個
人

優
勝
は
木
村
均
氏
（
昭
４７

商
）
、
ベ
ス
ト
グ
ロ
ス
賞
は

渡
辺
俊
治
氏（
昭
５１
経
営
）、

シ
ニ
ア
優
勝
は
野
平
明
雄
氏

（
昭
３４
商
経
）
、
団
体
優
勝

は
卓
球
部
が
獲
得
し
た
。

プ
レ
ー
終
了
後
、
岡
嶋
紀

夫
体
育
振
興
部
副
部
長
の
司

会
で
表
彰
式
・
懇
親
会
が
行

わ
れ
、
甘
竹
秀
雄
校
友
会
長

あ
い
さ
つ
の
あ
と
成
績
発
表

と
表
彰
が
行
わ
れ
た
。

〈
杉
並
支
部
総
会
〉

▽
１１
月
２３
日
（
水
）
１７
時
開

会
▽
地
下
鉄
丸
ノ
内
線
・
方

南
町
駅
徒
歩
１
分
「
ケ
ム
リ

つ
う
」

木
梨
盛
祥
氏
☎
０３

（
３
３
０
４
）
９
３
２
１

〈
奈
良
県
支
部
総
会
〉

▽
１１
月
２３
日
（
水
）
１２
時
開

会
▽
近
鉄
奈
良
線
・
近
鉄
大

宮
駅
徒
歩
１０
分
「
奈
良
ロ
イ

ヤ
ル
ホ
テ
ル
別
館
」
沙
山
華


八
坂
豊
氏
☎
０
７
４
２

（
３４
）
１
１
３
１
奈
良
ロ
イ

ヤ
ル
ホ
テ
ル
内

〈
札
幌
支
部
総
会
〉

▽
１１
月
２５
日
（
金
）
１８
時
３０

分
開
会
▽
地
下
鉄
南
北
線
・

中
島
公
園
駅
３
番
出
口
す
ぐ

「
札
幌
パ
ー
ク
ホ
テ
ル
」
パ

ー
ル
ル
ー
ム

荒
巻
耕
一
郎

氏
☎
０
９
０
（
４
６
２
９
）

６
３
９
８

〈
足
立
支
部
総
会
〉

▽
１１
月
２６
日
（
土
）
１８
時
開

会
▽
地
下
鉄
千
代
田
線
・
綾

瀬
駅
前
「
マ
リ
ア
ー
ジ
ュ
」


渡
辺
啓
泰
氏
☎
０
９
０

（
４
８
１
２
）
５
０
４
７

〈
世
田
谷
支
部
総
会
〉

▽
１１
月
２７
日（
日
）１４
時
開
会

▽
神
田
キ
ャ
ン
パ
ス
「
８
Ａ

会
議
室
」

西
村
孝
氏
☎
０

９
０（
１
２
５
７
）５
１
１
５

〈
九
州
連
合
総
会
〉

▽
１２
月
３
日
（
土
）
１８
時
３０

分
開
会
▽
鹿
児
島
市
「
鹿
児

島
サ
ン
ロ
イ
ヤ
ル
ホ
テ
ル
」


郷
之
原
茂
樹
氏
☎
０
９
９

（
２
２
７
）
３
３
５
８

〈
い
わ
き
支
部
総
会
〉

▽
１２
月
３
日
（
土
）
１７
時
開

会
▽
Ｊ
Ｒ
常
磐
線
い
わ
き
駅

徒
歩
８
分
「
正
月
荘
」

吉

村
昭
一
郎
氏
☎
０
９
０
（
８

２
５
７
）
３
４
７
６

〈
沖
縄
県
支
部
総
会
〉

▽
１２
月
７
日
（
水
）
１８
時
３０

分
開
会
▽
ゆ
い
レ
ー
ル
・
旭

橋
駅
徒
歩
７
分
、
新
垣
ビ
ル

２
階
「
う
ら
し
ま
」

森
敬

氏
☎
０
９
８（
８
７
８
）３
３

８
８
㈱
り
ゅ
う
せ
き
建
設
内

〈
新
宿
支
部
総
会
〉

▽
１２
月
９
日
（
金
）
１８
時
開

会
▽
地
下
鉄
丸
ノ
内
線
ほ
か

・
新
宿
三
丁
駅
Ｂ
２
出
口
す

ぐ
「
新
宿

栄
寿
司
本
店
」


今
福
義
幸
氏
☎
０３
（
３
２

６
９
）
１
４
３
５

小
説
す
ば
る
新
人
賞
受
賞
作

家
の
上
野
歩
さ
ん
（
昭
６３
文
）

が
新
作
『
鳴
物
師
（
な
り
も
の

し
）

音
無
ゆ
か
り

事
件
フ

ァ
イ
ル
』
を
刊
行
し
た
。

主
人
公
・
音
無
ゆ
か
り
は

「
鳴
物
師
」と
し
て
活
躍
す
る
１８

歳
。
神
の
末
裔
（
ま
つ
え
い
）

と
い
わ
れ
る
鳴
物
師
。
〈
音
聞

き
〉
に
よ
っ
て
人
々
の
悩
み
の

根
源
を
察
知
し
、〈
音
消
し
〉
に

よ
っ
て
そ
れ
を
解
決
す
る
。
音

無
家
に
代
々
受
け
継
が
れ
る
力

と
、
バ
ー
の
マ
ス
タ
ー
・
綾
瀬

と
バ
ー
テ
ン
ダ
ー
・
入
来
（
い

り
き
）
の
サ
ポ
ー
ト
に
よ
っ

て
、
次
々
と
持
ち
込
ま
れ
る
難

事
件
に
立
ち
向
か
う
ゆ
か
り
。

し
か
し
、
さ
ま
ざ
ま
な
捜
査
を

進
め
る
う
ち
に
、
自
身
の
両
親

に
ま
つ
わ
る
悲
劇
的
な
過
去
が

浮
か
び
上
が
っ
て
き
た
。
彼
女

を
悩
ま
せ
る
ト
ラ
ウ
マ
の
真
相

は
何
か
？

そ
し
て
音
無
家
に

宿
る
特
殊
能
力
の
正
体
と
は
？

ニ
ュ
ー
ヒ
ロ
イ
ン
が
挑
む
、

新
感
覚
サ
イ
コ
ミ
ス
テ
リ
ー
。

（
文
芸
社
・
本
体
価
格
１
０
０

０
円
＋
税
）

ラ
ト
ビ
ア
語
通
訳
・
翻
訳
の

第
一
人
者
で
あ
る
黒
沢
歩
さ
ん

（
平
３
文
∥
本
紙
４
９
２
号
掲

載
）が
一
部
翻
訳
し
た
『
２１
世
紀

東
欧
Ｓ
Ｆ
・
フ
ァ
ン
タ
ス
チ
カ

傑
作
集

時
間
は
だ
れ
も
待
っ

て
く
れ
な
い
』が
出
版
さ
れ
た
。

ポ
ー
ラ
ン
ド
、
チ
ェ
コ
、
オ
ー

ス
ト
リ
ア
な
ど
「
東
欧
」文
学
の

知
ら
れ
ざ
る
魅
力
を
あ
ま
す
と

こ
ろ
な
く
伝
え
る
一
冊
だ
。

黒
沢
さ
ん
が
担
当
し
た
の

は
、
ヤ
ー
ニ
ス
・
エ
イ
ン
フ
ェ

ル
ズ
著
『
ア
ス
コ
ル
デ
ィ
ー
ネ

の
愛
―
ダ
ウ
ガ
ワ
河
幻
想

―
』
。
著
者
は
ラ
ト
ビ
ア
を
代

表
す
る
ポ
ス
ト
モ
ダ
ン
作
家
。

ラ
ト
ビ
ア
語
か
ら
直
接
日
本

語
に
翻
訳
さ
れ
た
小
説
は
本
著

が
初
め
て
と
い
う
記
念
碑
的
作

品
。
（
東
京
創
元
社
・
本
体
価

格
２
５
０
０
円
＋
税
）

社
会
科
学
研
究
所
・
今
村

法
律
研
究
室
・
法
学
研
究

所
共
催
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

「
ラ
グ
ビ
ー
部
の
振
興
に
」

校
友
会
岩
手
県
支
部
連
合
会
が

『
学
校
を
つ
く
ろ
う
』上
映
会

秋晴れの下、８４人がプレー

第２７回グリーンカップゴルフ大会

校
友
・
赤
間
さ
ん
が
寄
付

東日本大震災チャリティー大会

「
ド
イ
ツ
で
は
、

な
ぜ
脱
原
発
の

決
定
に
い
た
っ

た
の
か
？
」

女
優
・
近
衛
は
な

舞
台
あ
い
さ
つ

さ
ん

▲ あいさつする

甘竹会長

『
学
校
を
つ
く
ろ
う
』

の
Ｄ
Ｖ
Ｄ
販
売
中

＜校友＞

黒
沢
歩
さ
ん
が
ラ
ト
ビ

ア
の
小
説
を
翻
訳

２１
世
紀
東
欧
Ｓ
Ｆ
・

フ
ァ
ン
タ
ス
チ
カ
傑
作
集

▲ 近衛はなさん

叙叙
勲勲
受受
章章
者者

『
時
間
は
だ
れ
も

待
っ
て
く
れ
な
い
』

若い人が住みたいまちに

岩
手
県
釜
石
市
長
に
再
選

『
鳴
物
師

音
無
ゆ
か
り

事
件
フ
ァ
イ
ル
』

「「東東日日本本大大震震災災」」にによよりり被被災災ししたた
学学生生等等にに対対すするる支支援援金金ののごご協協力力をを

の

だ

た
け

の
り

野
田

武
則
さ
ん

（
昭
５１
法
）

上
野

歩
著

第４９４号（昭和４４年１０月１４日第３種郵便物認可）ニ ュ ー ス 専 修２０１１年（平成２３年）１１月１５日（７）


